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日
本
農
業
遺
産「
束
稲
山
麓
地
域
」農
林
業
シ
ス
テ
ム

【
第
４
回
】土
地
の
所
有
と
利
用

【
第
４
回
】土
地
の
所
有
と
利
用

　

今
回
は
、
災
害
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
て

き
た
土
地
の
所
有
と

利
用
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

当
地
域
で
は
約

３
０
０
年
前
か
ら
、

低
平
地
と
山
麓
地
の

両
方
に
農
地
を
分
散

所
有
し
、
水
害
リ
ス

ク
の
少
な
い
山
麓
地

で
は
自
分
た
ち
の
食
料
（
コ
メ
な
ど
）
を
確
保
し
、

水
害
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
の
肥ひ

沃よ
く

で
生
産
力
の
高

い
低
平
地
で
は
、
古
く
は
麻
や
桑
、
菜
種
、
昭
和
以
降

は
コ
メ
、
麦
、
大
豆
な
ど
の
商
品
作
物
を
栽
培
す
る

な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
た
複
合
農
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
土
地
の
所
有
と
利
用
は
、
個
人
を
基

本
と
し
な
が
ら
、
立
体
的
な
土
地
利
用
を
共
同
・
共

助
に
よ
っ
て
支
え
る
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
き
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
低
平
地
で
の
農
地
利
用
調
整
は
営
農
組

合
が
、
麦
や
大
豆
な
ど
転
作
作
物
の
作
付
け
は
農
業

法
人
が
担
い
、
山
麓
地
の
た
め
池
な
ど
の
水
利
施
設

や
山
地
の
森
林
は
地
域
の
共
有
財
産
と
し
て
森
林
組

合
が
管
理
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
共
同
・
共
助
の
仕

組
み
が
、土
地
の
利
用
を
重
層
的
に
し
て
い
ま
す
。

（
束
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山
麓
地
域
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
）

日
本
農
業
遺
産「
束
稲
山
麓
地
域
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
る

　束稲山麓地域農業遺産推進協議会は、束稲山麓

地域が日本農業遺産に認定された内容について

皆さんに知っていただくため、無料で出前講座を

実施します。お気軽に問い合わせてください。

■問い合わせ先
　束稲山麓地域農業遺産推進協議会事務局

　　県南広域振興局農政部　察0197-22-2842

　　農林振興課　察46-5564

出前講座を開催します

　

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
束
稲
山
麓
地
域
（
長
島
地
区
、
一
関

市
舞
川
地
区
、
奥
州
市
生
母
地
区
）
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
９
月

29
日
、
役
場
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
１
３
７
点
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
に
静
岡
県
の
天
野
穂
積
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

同
地
域
の
認
知
度
向
上
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
の
ぼ
り
旗

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

同
日
の
発
表
に
は
、
束
稲
山
麓
地
域
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
な
ど
の

関
係
者
が
出
席
。
同
協
議
会
長
を
務
め
る
青
木
町
長
は
「
ど
の
作
品
も

個
性
的
で
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
選
定
は
難
し
か
っ
た
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
皆

さ
ん
に
愛
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
、
採
用
と
な
っ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ

い
て
「
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
、
地
域
の
形
状
や
色
彩
に
ま
と
ま
り

が
あ
る
。
小
さ
く
印
刷
し
て
も
存
在
感
が
あ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
地
元
住
民
３
人
を
含
む
専
門
家
ら
９
人
で
実
施
。
優
秀
賞

の
２
作
品
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
地
区
に
ま
た
が

る
束
稲
山
麓
地
域

は
、
山
麓
地
と
低
平

地
の
農
地
の
複
合
的

な
土
地
利
用
な
ど
で

自
然
災
害
の
リ
ス
ク

を
分
散
し
て
き
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
１
月
に
日
本
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

束
稲
山
麓
地
域
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

束稲山麓地域について学び、食を堪能しませんか

　束稲山麓地域で収穫された新鮮な野

菜や特産品を販売します。道の駅平泉

正面玄関前のテントで開催します。

■開催時間…10：00～15：00（予定）

11月19日（日）に「特産品祭り」

医療機関の受診の仕方、
考えてみませんか？

～地域医療を守り、未来へ引き継いでいくため、協力をお願いします～

　平日や日中などの診療時間内に受診せず、休日や夜間に、平日の受診と同じ感覚で救急医療機関

（※）を利用することが問題になっています。※緊急の入院や手術が必要な重症患者を受け入れる県立病院など

　令和４年度、休日や夜間に救急医療機関を受診した人と救急搬送された人のうち、入院が必要だっ

た人はわずか 14％でした。

　休日や夜間の救急医療機関が混雑することで、重症患者の診療が遅れるなどの影響が出る恐れが

あります。

かかりつけ医を持ち、
診療時間内に受診しましょう

　当番医を受診する場合は、事前に医療機

関に電話で確認してから受診しましょう。

　その日の当番医は、一関市消防本部（察

25-0119）のほか、町広報、当日の新聞でも

確認できます。

やむなく休日や夜間に
受診する場合は、
当番医を利用しましょう

　こども救急相談電話は、電話

で子どもの病気や事故について

相談できる窓口です。経験豊富

な看護師がアドバイスします。

子どもの夜間・休日の相談は、
こども救急相談電話に電話しましょう

こども救急相談電話（19：00～翌日８：00）
　察019-605-9000

　察♯8000　（局番なし）

※ＰＨＳ・ダイヤル回線・ＩＰ電話からは

察019-605-9000を利用してください。

救急車を適切に利用しましょう

　健康診断を毎年１回受け、体の変化を確認し、健診結果を生活習慣の

改善に生かしましょう。「自分の健康は自分で守る」意識を持ち、病気の

予防や治療法を理解し、食事や運動など、健康管理を心がけましょう。

健康診断を受け、日頃から健康管理を心がけましょう

一関市、平泉町
休日・夜間救急当番医→

詳しくは
こちらから→

医療機関を受診する際のお願い

■問い合わせ先…保健センター　察46-5571

　救急車は、急病やけがなどで病院に緊急

で搬送しなければならない人のためのも

のです。

　「救急車で病院に行けば優先的に診察し

てもらえる」「救急車は無料だから」など

の理由で利用すると、本

当に救急車が必要な人

への対応が遅れること

になります。適切に利用

しましょう。

　かかりつけ医とは、日頃

から健康管理や初期の治療

をしてくれる身近な医師

（医療機関）のことです。

　「無理して我慢するこ

と」ではありませんが、より重症な人が休

日や夜間の救急医療機関を優先的に受診

できるよう、できるだけ診療時間内にかか

りつけ医を受診しましょう。


